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新
た
な
る
成
人
へ
の

歩
み
出
し
を

集
会
員

田
辺
幸
司

１
月
26
日
、
教
祖
百
四
十
年
祭
が
厳
か
に
勤

め
ら
れ
ま
し
た
。
真
柱
様
は
、
神
殿
講
話
で

「
年
祭
に
向
か
っ
て
の
、
い
わ
ば
非
常
時
の
歩

み
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
普
段
の
歩

み
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
普
段
と
言
っ

て
も
、
三
年
前
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
何

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
三
年
間
の
努
力
の
上
に
立
っ

た
歩
み
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
き
ょ
う
は
、
新
た
な
歩
み
出
し
の

日
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
方
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
勇
ん
で
歩
み
続
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
き
ょ
う
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
お
言
葉
を
拝
聴
し
て
、
思
い
浮

か
ん
だ
こ
と
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

昨
年
、
年
祭
活
動
最
後
の
年
も
、
「
よ
う
ぼ

く
一
斉
活
動
日
」
が
、
支
部
ご
と
に
工
夫
し
た

内
容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
西
支
部
で
は
全

回
を
通
し
て
「
お
つ
と
め
」
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
私
も
毎
回
参
加
し
、
講
話

を
聴
き
、
お
つ
と
め
の
練
習
に
も
励
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
五
回
目
は
、
全
員
で
総
仕

上
げ
の
お
つ
と
め
を
つ
と
め
ま
し
た
。

そ
こ
に
、
別
席
運
び
中
の
あ
る
若
い
女
性
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
と
は
、
そ
の

お
母
さ
ん
と
の
ご
縁
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
最

終
回
の
活
動
日
に
お
誘
い
し
た
ら
、
嬉
し
い
こ

と
に
受
付
係
や
、
お
つ
と
め
奉
仕
の
太
鼓
も
つ

と
め
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
「
所
属
教

会
が
九
州
に
あ
る
の
で
、
近
く
の
教
会
に
参
拝

し
た
い
」
と
、
私
の
教
会
へ
、
朝
夕
の
お
つ
と

め
に
参
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
そ
れ
が
一
日
の
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
、
心
地

よ
い
毎
日
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
昔
、
私
の
父
が
会
長
だ
っ
た
頃
の
話
で

す
が
、
や
は
り
九
州
の
教
会
の
よ
う
ぼ
く
さ
ん

が
、
あ
る
日
突
然
教
会
に
来
ら
れ
て
、
「
今
、

妻
が
病
院
で
出
産
中
な
の
で
す
が
、
難
産
で
困
っ

て
い
ま
す
。
何
と
か
助
け
て
欲
し
い
」
と
の
こ

と
で
、
病
院
へ
お
さ
づ
け
を
取
り
次
ぎ
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
無
事
に
出

産
さ
れ
、
そ
の
後
、
会
社
帰
り
や
月
次
祭
に
も

参
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
高
齢
に

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
も
熱
心
に
信
仰
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
意
義
が
、

同
じ
地
域
に
住
む
よ
う
ぼ
く
が
顔
見
知
り
に
な

り
、
互
い
に
た
す
け
合
っ
て
信
仰
を
高
め
合
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
教
会
に
所
属

す
る
よ
う
ぼ
く
信
者
だ
け
で
な
く
、
所
属
教
会

が
遠
方
に
あ
る
方
々
に
と
っ
て
の
参
り
場
所
と

し
て
、
交
流
が
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

私
自
身
も
、
兵
庫
県
に
あ
る
上
級
教
会
へ
の

参
拝
は
、
遠
方
で
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
そ
ん

な
私
が
若
い
頃
、
お
ぢ
ば
で
の
３
年
間
の
勤
め

を
終
え
て
教
会
に
帰
っ
て
き
た
時
、
当
時
の
支

部
長
先
生
が
声
を
掛
け
て
下
さ
っ
て
、
色
々
と

横
の
ご
用
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
振
り
返
る
と
、
そ
う
し
て
育
て
て
も
ら
っ
た

の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今

回
改
め
て
地
域
活
動
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

と
共
に
、
三
年
千
日
の
歩
み
を
も
と
に
、
今
後

一
層
、
縦
と
横
の
糸
が
優
麗
に
織
り
な
さ
れ
る

こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

教祖百四十年祭執行
立教１８９年１月２６日
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教
区
よ
り
の
連
絡

▽
立
教
１
８
９
年
度

年
間
活
動
計
画
書
提
出
の
お
願
い

各
部
各
会
の
新
年
度
の
活
動
計
画
書
は
、
教
区
提
出
締
め
切
り
が
２
月
２
日

（
本
日
）
で
す
。
ま
た
、
各
支
部
の
新
年
度
の
活
動
計
画
書
は
、
教
区
提
出
締
め

切
り
が
２
月
10
日
（
火
）
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
令
和
８
年
度
分

財
務
帳
簿
に
つ
い
て

財
務
帳
簿
の
お
申
込
み
分
を
本
日
（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。
代
金
は

３
月
２
日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
立
教
１
８
９
年

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
実
施
計
画
の
提
出
に
つ
い
て
（
再
掲
）

●
提
出
締
切
り

２
月
26
日
（
木
）

実
施
計
画
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
「
実

施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
実
施
会
場
ご
と
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
案
内
掲
載
を
（
再
掲
）

チ
ラ
シ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
各
支
部
の
ペ
ー
ジ
に
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
の
案
内
を
掲
載
し
ま
し
ょ
う
。

・
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
の
申
込
数
（
再
掲
）
（
単
位
：
枚
）

大

津

チ
２
0
０

カ
１
0
０

江

西

チ
５
０
０

カ
１
０
０

江

南

チ
６
０
０

カ
１
０
０

江
南
北

チ
６
０
０

カ
２
０
０

江

東

チ
６
０
０

カ

０

江
東
南

チ
３
０
０

カ

０

湖

北

チ
５
０
０

カ
１
０
０

西

湖

チ
４
０
０

カ

０

教
区
集
計

チ
３
７
０
０

カ
６
０
０

※
配
布
は
２
月
２
日
（
本
日
）
で
す
。

▽
布
教
部
例
会
日

２
月
28
日
（
土
）

午
後
２
時

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆

教
祖
百
四
十
年
祭
記
念
出
版

『
お
や
の
ぬ
く
み
ー
教
祖
ゆ
か
り
の
も
の
・
と
こ
ろ
』
（
再
掲
）

２
月
１
日
発
売

定
価

２
２
０
０
円
（
税
込
）

※
読
書
会
定
期
配
本

☆
CD
『
朗
読

稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』

道
友
社
編

（
再
掲
）

拝
聴
し
て
味
わ
う
『
教
祖
伝
』
Ｃ
Ｄ
６
枚
組

1
月
26
日
発
売

定
価

２
２
０
０
円
（
税
込
）

▽
『
グ
ラ
フ
天
理
５
２
３
号
』
に
つ
い
て

本
部
「
お
節
会
」
の
模
様
を
紹
介
す
る
「
グ
ラ
フ
天
理
５
２
３
号
」
を
、
本
日

（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
１
月
献
血
実
績
（
12
／
21
～
１
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

３
名

江
南
北

３
名

★
合

計

江
東
南

１
名

成

分

３
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

６
名

江

西

１
名

江
東
南

２
名

２
０
０
㎖

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
２
月
（
１
月
30
日
）

江
南
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
３
月
（
期
日
未
定
）

江
西
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽
滋
賀
教
区
青
年
会

ひ
の
き
し
ん
隊

入
隊
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
日

程

２
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

・
集

合

14
日

８
時
20
分

百
母
屋

・
解

散

15
日

16
時
30
分
（
予
定
）

・
申
込
み

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

入隊申込み
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申
込
〆
切
２
月
９
日

・
対

象

青
年
会
員
層
・
OB

・
持
ち
物

軍
手

ベ
ル
ト

帽
子

タ
オ
ル

ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ

宿
泊
道
具
な
ど

・
内

容

ひ
の
き
し
ん
出
動
、
教
理
勉
強
会
、
懇
親
会

・
備

考

隊
服

ヘ
ル
メ
ッ
ト

安
全
靴
は
貸
出
し
（
※
軍
手
は
各
自
用
意
）

一
日
の
み
の
参
加
、
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
先
月
、
教
会
に
配
布
し
た
案
内
チ
ラ
シ
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
日

時

３
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
集
合

午
前
９
時
30
分

開
講

・
場

所

滋
賀
教
務
支
庁

滋
賀
県
立
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

・
対

象

小
学
６
年
生
〜
中
学
３
年
生

・
内

容

鳴
物
練
習

ス
ケ
ー
ト

・
申
込
み

別
途
配
布
の
申
込
用
紙
（
各
教
会
に
配
布
）
に
て
、

各
支
部
少
年
会
委
員
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

も
、
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
教
祖
百
四
十
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

●
滋
賀
教
区
学
生
会
の
ご
案
内

・
日

時

３
月
27
日
〜
28
日

集
合
27
日
13
時

解
散
28
日
16
時

・
宿

舎

水
口
詰
所

・
参
加
費

一
人
千
円

・
申
込
み

チ
ラ
シ
か
ら
の
申
し
込
み
、
ま
た
は
各
支
部
学
担
ま
で

※
チ
ラ
シ
は
教
会
と
布
教
所
に
配
布
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
に
は
13
時
解
散
と
あ
り

ま
す
が
16
時
の
間
違
い
で
す
。
訂
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
う
ぼ
く
民
生
・
児
童
委
員
連
盟

・
・
板
倉
代
表
・
・

▽
民
生
委
員
児
童
委
員
の
報
告
に
つ
い
て

昨
年
12
月
１
日
、
全
国
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
お
ぢ
ば
の
連
盟
活
動
の
情
報
提
供
、
な
ら
び
に
教
区
活
動
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
名
簿
の
整
理
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
「
よ

う
ぼ
く
民
生
委
員
」
の
方
々
の
把
握
と
名
簿
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

参加申込用紙

布教月報

道友社報

情報ねっと

学生担当者報

ＱＲ
コーナー
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教祖百四十年祭
掲載画像は全て天理教ホームページの動画ニュース「教祖１４０年祭 執行」から収録しました
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国
道
一
号
線
、
土
山
町
大
野
今
宿
バ
ス

停
の
近
く
に
甲
大
分
教
会
が
あ
る
。

甲
大
分
教
会
は
、
大
正
13
年
12
月
13
日
、

三
日
月
拾
三
郎
を
初
代
と
し
て
、
甲
賀
郡

す
て
さ
ぶ
ろ
う

大
野
村
大
字
大
野
四
五
四
番
地
に
設
立
さ

れ
た
。

拾
三
郎
は
、
明
治
10
年
３
月
３
日
大
野

村
に
生
ま
れ
、
６
歳
の
時
に
同
姓
他
家
の

養
子
と
な
っ
た
。
小
学
校
卒
業
後
、
３
年

間
漢
字
と
算
術
を
身
に
つ
け
、
関
東
へ
丁

稚
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
奉
公
先

で
ひ
ぜ
ん
（
皮
膚
病
）
を
患
っ
た
た
め
大

ゝ

ゝ

ゝ

野
村
に
帰
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
村
の
徳

田
仁
兵
衛
の
お
た
す
け
に
よ
り
ご
守
護
を

頂
い
て
感
銘
し
た
拾
三
郎
は
、
明
治
32
年

６
月
、
23
歳
で
単
独
布
教
に
出
る
も
、
養

子
の
身
で
あ
る
た
め
父
親
に
引
き
戻
さ
れ
、

大
野
村
で
布
教
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時
あ
た
か
も
教
祖
四
十
年
祭
の
年
祭
活

動
、
教
勢
倍
加
運
動
の
時
期
で
も
あ
り
、

上
級
大
野
分
教
会
二
代
会
長
中
島
利
三
郎

の
長
男
馨
の
発
案
で
、

か
お
る

「
大
野
村
の
信
者
を

集
め
て
教
会
を
設
立

し
て
は
ど
う
か
」
と

い
う
話
と
な
り
、
拾

三
郎
を
所
長
と
し
て

建
物
を
借
り
甲
大
宣

教
所
を
設
立
し
た
。

そ
の
後
十
年
が
過

ぎ
て
、
借
家
を
出
る

こ
と
に
な
り
、
昭
和

９
年
５
月
、
拾
三
郎

は
自
宅
で
あ
る
大
野

村
二
七
〇
五
番
地
に

教
会
を
移
転
し
て
布
教
し
て
い
た
が
、
昭

和
22
年
８
月
71
歳
で
出
直
し
た
。
拾
三
郎

に
は
男
女
５
人
の
子
ど
も
が
い
た
が
継
ぐ

者
は
お
ら
ず
、
教
会
は
５
年
間
無
担
任
の

状
態
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
教
会
長
の
命
に
よ
り
、
昭

和
27
年
８
月
、
馨
の
次
男
で
あ
る
正
義
が

二
代
会
長
に
就
任
し
た
が
、
実
情
は
お
つ

と
め
を
勤
め
る
場
所
も
無
く
、
前
会
長
宅

の
奥
の
間
を
改
造
し
て
親
神
様
、
教
祖
に

お
鎮
ま
り
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
。
正
義
は
、
月
次
祭
の
度
に
神

殿
建
築
を
と
談
じ
合
う
も
、
一
向
に
ま
と

ま
ら
ぬ
中
、
病
に
倒
れ
、

入
院
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
節
に
よ
っ

て
一
同
神
殿
普
請
へ
の
心

が
定
ま
り
、
土
地
等
の
ご

守
護
を
頂
い
て
、
昭
和
35

年
10
月
現
在
地
に
て
奉
告

祭
を
執
行
し
た
。

た
だ
、
神
殿
以
外
の
附

属
建
物
が
無
い
た
め
教
会

に
住
む
こ
と
が
で
き
ず
、

正
義
は
妻
イ
セ
と
と
も
に

上
級
大
野
分
教
会
に
住
み

込
み
な
が
ら
教
会
の
御
用

を
勤
め
た
。
し
か
し
、
神
殿
普
請
の
債
務

に
窮
す
る
中
に
あ
っ
て
、
二
人
は
教
会
を

出
て
家
を
借
り
、
正
義
は
大
阪
の
電
気
関

係
の
会
社
に
就
職
し
た
後
、
自
営
で
電
気

関
係
の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
夫
婦
で
お
た

す
け
に
励
ん
だ
。
イ
セ
は
、
朝
夕
の
お
つ

と
め
に
、
ま
た
お
た
す
け
に
と
自
転
車
で

片
道
30
分
ほ
ど
の
道
の
り
を
、
時
に
は
子

ど
も
を
お
ぶ
っ
て
教
会
に
通
い
続
け
、
時

に
は
遠
方
ま
で
自
転
車
で
お
た
す
け
に
出

か
け
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
夫
婦
で
つ
と

め
る
中
、
借
財
も
ご
守
護
頂
き
、
上
級
へ

の
運
び
も
し
っ
か
り
と
果
た
し
た
。

正
義
は
、
五
十
年
に
お
よ
ぶ
会
長
職
を

辞
し
、
平
成
22
年
８
月
26
日
、
長
男
義
和

が
三
代
会
長
に
就
任
し
た
。
義
和
は
神
殿

建
物
や
境
内
地
の
補
修
整
備
を
常
に
心
が

け
、
隣
接
す
る
竹
藪
を
借
り
受
け
て
竹
の

伐
採
や
整
地
を
し
て
、
駐
車
場
を
整
備
し

た
。
ま
た
、
一
昨
年
は
教
会
設
立
よ
り
百

年
と
い
う
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
11
月
の

月
次
祭
に
合
わ
せ
て
創
立
百
周
年
の
記
念

祭
を
執
行
し
た
。

義
和
会
長
は
、
「
自
分
自
身
が
で
き
る

電
気
関
係
は
も
と
よ
り
、
土
木
や
建
築
全

般
に
関
す
る
経
験
を
基
に
、
上
級
教
会
や

大
教
会
の
営
繕
関
係
の
御
用
に
進
ん
で
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夫
婦
共
々
し
っ
か

り
と
歩
ん
で
行
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№124

甲
大
分
教
会
（
甲
賀
・
江
南
北
支
部
）

こ

う

だ

い会
長

中
島

義
和

住
所

甲
賀
市
土
山
町
大
野
二
六
六
九
番
地

中島会長夫妻

●

甲大分教会

野洲川

国道1号線
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１月 教区日誌 ２月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
／４ 教会探訪ルポ取材 北五個荘分教会
／13 教会探訪ルポ取材 三代生分教会
／14 滋賀教区ひのきしん隊入隊

（青年会・15日まで）
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／28 布教部例会 14:00 広報委員会 16:00
(未定)庁舎清掃ひのきしん 江西支部

／29 布教部例会 14:00
／30 広報委員会 14:00

庁舎清掃ひのきしん 江南支部

◇２月開庁時間 午前９時～午後４時
◇２月閉庁日 14・21・22・23・25・26日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

・松岡 滋子 氏［水口 江南北］
ま つ お か し げ こ

８９歳 水養分教会長夫人
す い よ う

１月１１日 出直されました

・高橋 勝彦 氏［琵琶 江東南］
た か は し か つ ひ こ

９０歳 西老蘇分教会長
に し お い そ

１月２５日 出直されました

訃 報


